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はじめに

　ソーシャルスキルとは、「社会の中で人と関わるときに必要な技能」を意
味しています。人と関わるとき、私たちは相手に共感を示したり、相手の
気持ちを察したりして行動しています。当たり前のことのように思えますが、
私たちは、無意識のうちにソーシャルスキルを使いこなしながら生活してい
ます。

　とはいえ、私たちは、生まれもった能力としてソーシャルスキルを身につ
けているわけではありません。人との関わりの中で教わったり、観察したり
することを通して、少しずつ身につけていきます。

　しかし、発達障害などの困難をもつ子どもたちには、なかなか年齢相応
のソーシャルスキルが身につかないことがあります。家庭や学校、地域社会
でも、うまく自己表現できないことがあるのです。

　そうした子どもたちを対象にして、学校現場でソーシャルスキルを身につ
けるための指導を行います。これが、ソーシャルスキルトレーニング（SST）
です。
　本書では、日常の経験だけではソーシャルスキルを身につけにくい子ども
を対象として、効果的なアクティビティを収集しました。アクティビティは、
子どもの課題と併せて掲載しています。子どもの課題と段階を考慮した上
で選択し、教室で実施してみましょう。

　｢人との関わり方が分かった！」
　｢自分のことが理解できた！」
　｢友だちとあそぶって、楽しい！」

　人との関わり方が分かるようになれば、子どもたちの生活が変わります。
その先の人生にも、きっと役立つものになります。よりよい指導を目指して、
SSTの取り組みを始めてみましょう。
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❶絵からマナーについて考える

・解答は、「『おじゃまします』を言っていない」「靴を揃えていない」「勝手
にものにさわっている」「あそぶ部屋以外に入っている」「ソファでとびは
ねている」です。

ADVICE !

❷正しいマナーを実践する

勝手に部屋をのぞいている子もいる。

黙って入ってきている子もいるよ。

ソファでとびはねている人がい
る！

(確認後）やってはいけないことが分
かりましたね。では、今確認したこ
とを、この教室でやってみます。
(教師がやってみせる）みなさんもやっ
てみましょう。１人が家にいます。
そのほかの人は、あそびに来た人の
役をやりましょう。

この絵は、どのような様子でし
ょうか？　友だちの家で楽しく
過ごしているのですね。
あれあれ？　いくつかのマナー
の間違いがありますよ。
何なのか、分かりますか？

おじゃまします。
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ルールやマナーを守るあそび②

友だちの家にあそびに行って、トラブルを起こしてしまう子どもがいま
す。友だちの家に行ったときの基本のマナーを確認する必要があります。
ね ら い

マナー間違い探し
背景となる困難　友だちの家で失礼なふるまいをする15

❶教師のボディランゲージを読みとる

❷ボディランゲージを表現する

では、みなさんにもやってもらいましょう。
やりたい人？（挙手・指名）

人の感情は、たくさんありますよね。ここに、
感情を書いた紙があります。
(一通り読み上げる）先生がそれを引いて表現して
みせるので、みなさんはその感情がどれなのか
を当ててください｡（カードを引く）クスン……。

おどろき？

・カードに書く感情は、「悲しい」「楽しい」「うれしい」「おどろき」「怒り」
｢不安」「たいくつ」などがいいでしょう。ADVICE !

違います。

悲しい？ 正解！

(活動後）人の感情は、いろいろ
とありますが、それらは人の顔
や、動きを見れば読みとること
ができますね。

わ～い！　わ～い！

うれしい？ 正解！

Chapter ３　ソーシャルスキルを学ぶゲームあそび　　87

本当の意味を想像するあそび④

言葉によらない表現方法を苦手とする子どもがいます。ボディラン
ゲージや表情がどのようなメッセージをあたえているかに気付かせます。
ね ら い

感情当てっこ
背景となる困難　ボディランゲージができない46



❶背中にカードをぶら下げる

・話すことが苦手な子どもが多い場合には、「ＡさんとＢさんは同じグループ
です」というように、話型を決めておくといいでしょう。ADVICE !

❷同じグループの友だちで集まる

みんなの背中に、カードをかけま
す。背中にかけられたカードを見て
はいけません。
友だちのカードを見ても、何が描か
れているのか教えてはいけません。
ただし、同じグループの人を教えて
あげてもいいですよ。
では、始めましょう。

そのカードは、佐藤さんと同じだよ。

(活動後）では、カードを見て、同じ
グループになっているかを確認しま
しょう。

同じ虫だから、成功だね。
やった～！

大成功ですね。
吉田さんは、言葉で上手に伝えるこ
とができていましたよ。

114

コミュニケーションをとりながら楽しむあそび①

言葉のやりとりを通して活動するあそびです。友だちが言ったことを聞
き、その情報をもとにして自分の仲間を見つけます。
ね ら い

仲間見つけ
背景となる困難　話しかけるのが難しい71

❶カードを作成する

・カードはラミネート加工して、マグネットで机の側面に貼りつけておくよう
にするといいでしょう。ADVICE !

❷授業中にカードを見せる

(授業中)「ヘルプ｣。

活動はどこまで進みましたか？

ヘルプカードは、助けてほしい
ときに、先生に見せます。
そうすると、先生が助けてくれ
ますよ。カードに、色を塗りま
しょう。

目立つように、
明るい色にしておこう。

……なるほど。
では､次はこのようにやっ
てみましょう。

はじめの１問だけ。
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意思表示するあそび①

困難をもつ子どもは、学校での活動を理解することができず、混乱し
てしまうことがあります。それにもかかわらず、黙ってじっとしていることがありま
す。助けを求めたい状況を、カードを用いて意思表示します。

ね ら い

ヘルプカード
背景となる困難　助けを求められない96


